
 

 

 

 

 

 

１０月に入って急に肌寒くなり、秋を感じられるようになってきました。秋といえば、食欲の秋、芸術の秋、

スポーツの秋、そして読書の秋など、様々な事柄が充実する季節ですね。「読書の秋」という言葉は、唐の時代、

韓愈（かんゆ）という詩人が詠んだ「灯火親しむべし」という漢詩が由来とされ、そこから「秋の夜は灯りをと

もして読書をするのにふさわしい」というイメージになったと言われています。 

さて、図書だより「どきん」も前期最終号となりました。恒例の図書委員おすすめの本紹介とともに、先日行

った「前期図書委員会アンケート」の結果を報告させていただきます。 

 

さあページをめくって Let’s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元郷中学校図書館だより 

 

 

２０２２年 １０月発行 ど ん き  

① 『金魚たちの放課後』 河合 二湖/著  

「あれってなんだと思う？」それは、池かプールのようにしか見えない 

けど、おれたちの“とっておきの場所”。水の中を小さな赤い魚が泳いで 

いる。よく見ると、黒いのも、赤いのもいる。「そう！正解は金魚の畑で 

した。」住宅街の中に普通に金魚の畑がある。そんな街の少年少女の物語。 

金魚の街で出会った 10代の少年少女の友情と成長が面白い作品です。 

ぜひ手に取って読んでみてください。 

② 『スラムダンク勝利学』 辻 秀一/著 

スラムダンクは、バスケ初心者のヤンキー桜木花道がバスケ部に入部 

し、高い運動能力を生かして、バスケットマンになっていく物語です。 

この本には、生きていくために必要なことがたくさん書いてあります。 

バスケのことだけでなく社会などにも例えられています。特に勝利する 

ために、何をどうすることが大切なのか、スラムダンクというマンガ 

から学べる心理学や哲学について書かれています。ぜひ読んでみてく 

ださい。 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://illust.download/archives/18586&psig=AOvVaw3VwAEGfDtkkZr7rAwmeJ5c&ust=1589188780593000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCJC68OT7qOkCFQAAAAAdAAAAABAD
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.photolibrary.jp/img295/151742_2610999.html&psig=AOvVaw1QIb2N92erwQEPXEjxiQ2A&ust=1589189149771000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCPiy4pH9qOkCFQAAAAAdAAAAABAK


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.あなたは（授業以外で）図書室を利用したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年、そもそも図書室を利用したことがない生徒が約７割を占める結果となりました。理由

としては、「友だちや先生と話している」「係や委員会の仕事がある」という理由が多く挙げられ

ました。利用したことがある約３割の生徒の来館頻度は、「１～５回」がほとんどで、「１１回以

上」の利用はわずか数％という結果になりました。図書室には様々な本があります。よく探す

と、あなたにピッタリの本がきっと見つかります。ぜひ一度、図書室に足を運んでみてくださ

い。 

③ 『ビーカーくんとそのなかまたち：この形にはワケがある 

：ゆかいな実験器具図鑑』  うえたに夫婦 著 
普段、理科室に収納され実験器具として使用されるビーカーくんとそのな 

かまたち。作中では、フルカラーで器具たちの用途や弱点、特徴などをバ 

トルゲームのキャラクター紹介のように５つの観点で示されたグラフに関 

連するキャラクター（一緒に使う器具）の紹介もされているため、ゲーム 

図鑑のように楽しく読み進められます。理科で迷ったら一回読んでみてく 

ださい。絶対自分のためになります。難しく考えずに軽い気持ちで読めま 

す。 

④ 『３匹のおっさん』 有川 浩/著 

有名なタイトルなので知っている人も多いのではないでしょうか。内容 

はとてもおかしな元気な三人のおじさんが町で暴れるとても面白いコメ 

ディー小説です。シリーズがたくさんあり、元気になりたいときに笑顔に 

なれる小説です。丸山先生も知っていて面白いと言っていたので、皆さん 

もぜひ読んでみてください。 

１年生

はい いいえ

２年生

はい いいえ

3年生

はい いいえ

５組

はい いいえ

６６％ ６８％ 62％ 100％ 



４.あなたのクラスの図書委員は積極的に声かけや連絡ができていたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年、「よくできていた」「できていた」の割合が半数を占めていましたが、質問１の結果か

らも分かるように、図書室の利用者数がまだまだ少ないので、図書委員会として、さらなる声掛

けが必要であると感じました。 

 

５.あなたは読書をすることが好きですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 読書の好き嫌いの項目については、全体の半分以上が「はい」と答えていたため、図書室で本

は借りないが、自分の持ってきた本を聖火台タイムやその他休み時間を利用して読む人が多いよ

うです。好きなジャンルは人それぞれでしたが、全学年統一して多かったのは「ファンタジー」

でした。もちろん、図書室でも「ファンタジー」や「恋愛」など、幅広く取り扱っています。こ

の機会に図書室に興味をもってくれた人は、ぜひ、図書室でも本を借りてみてください。 

 

７.あなたは読書をすることで、どのような効果が得られると思いますか。 

 一人一人広い視点から回答がありました。中でも「読解力がつく」「集中力が上がる」「想像力

がふくらむ」「語彙力・国語力がつく」「思考力・表現力がつく」「様々な知識が得られる」などの

回答が多かったです。読書には様々なメリットがあります。勉強や部活、習い事などやることが

多く、忙しい中学生ですが、短い時間でも心を落ち着かせ、読書をして、忙しない時間に一息つ

いてみてはいかがでしょうか。 

１年生

よくできていた

できていた

少しできていた

あまりできていなかった

３年生

よくできていた

できていた

少しできていた

あまりできていなかった

２年生

よくできていた

できていた

少しできていた

あまりできていなかった

１年生

はい いいえ

２年生

はい いいえ

3年生

はい いいえ

５組

はい いいえ

２８％ 

３０％ ５２％ 

１６％ 
２７％ 

４０％ 

７０％ ５９％ ６３％ ５４％ 


